
県内113全ての蔵元の焼酎が６杯500円で楽しめます。抽選で本格焼酎の
プレゼントも。「1万人でいっせい乾杯」や奄美出身の人気デュオ・カサリン
チュのライブ、前園真聖さんのトークショーなども行います。
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　工事中に一度も焼酎を飲ませてもらえなかったことに対する愚痴です。
　この落書きからは、450 年以上前の永禄２年（1559 年）にはすでに伊佐で一般庶民に
焼酎が飲まれていたことが伺えます。そして、これが日本における「焼酎」の文字の最古
の記録であることから、伊佐は「焼酎発祥の地」といわれているのです。この木片は、平
成 27 年に県有形文化財に指定されました。
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　伊佐の 11 蔵が集まり協業組
合を設立。最高品質の本格焼酎
づくりをめざす。
　「伊佐錦」の名は、一般公募
で一番多かったもので、ラベル
の題字は地元出身の文豪・海音
寺潮五郎氏によるもの。
　昭和62年に販売開始した「黒
伊佐錦」は、商標に初めて「黒」
を使った商品で “黒ブーム” の
火付け役になった。黒伊佐錦は
来年３月に 30 周年を迎える。

　「伊佐」は地名から、「大泉」
は尽きることのない美しい泉を
イメージして名付けられた。
　美味しい焼酎は、よい麹が
あってこそ。機械化が進む中、
今も麹

こうじむろ

室で麹
こうじぶた

蓋を用いて、昔な
がらの手作業で手間暇かけて丁
寧に白麹を作っている。
　個性的なＴＶコマーシャルや
県内各地で開催する「伊佐大泉
presents ○○」と題したイベ
ントも話題。

　創業以来、黒麹で造っている。
一次仕込みは甕で仕込んでおり、
甕は徳島県の大谷焼のものを使
用。
　「伊佐美」の名付け親は、鹿
児島市生まれの旧日本軍陸軍大
将で菱刈氏の末裔でもある、菱
刈隆

たか

大将。華やかなラベルは、
菱刈大将がこの地を訪れた際に

「伊佐の米は美味しい」と、日
の丸に「伊佐美」と書いたもの
が基となってデザインされた。

　国指定重要文化財の郡山八幡神社。建久５年（1194 年）に菱刈氏の始祖である菱刈重
しげたえ

妙が、
豊前（現在の大分）の宇佐神宮の神霊を勧

かんじょう

請し建立したといわれています。
　昭和 29 年の本殿改築・復元の際、柱

はしらぬき

貫の先端から、釘で打ち付け、塗り込められた木片が
発見されました。その木片には次のような宮大工の落書きが残されていました。

焼酎のふるさと     伊佐

伊佐焼酎～歴史ある三蔵元　伊佐の名を冠した焼酎～

昭和 45 年創業
銘柄：伊佐錦、黒伊佐錦

大口酒造株式会社
明治 38 年創業
銘柄：伊佐大泉

大山酒造合名会社
明治 37 年創業
銘柄：伊佐美

合資会社甲斐商店
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県有形文化財

郡山八幡神社
国指定重要文化財
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